
建物に新しい次元を与えます

— 
CMS
多回路監視システム 

•	分岐回路レベルでのエネルギー 
消費の明確な可視化

•	改修・更新が容易
•	暗号化による最大限の信頼性とセキ 
ュリティ

•	設置・試運転の簡素化
•	すべてのタイプの電流に対して1種類の 
センサ
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CMSは、制御ユニットとセンサで構成される、コンパ
クトなACおよびDC向け多回路監視システムです。
コンポーネントは簡単に取り付けることができ、最小
所要スペースで制御および配電キャビネットの内部
に配置することができます

システムの設計により、信頼性、最大限の使いやす
さ、広い測定範囲（最大160A）が確保されます。重
要な電力から建物まであらゆるアプリケーションに
おいて、最大限の拡張性が保証されます。
さらに、CMSシステムの高いモジュール性と柔軟
性により、ソリューションのアップグレードと拡張を
いつでも簡単に行うことができ、既存設備へのレト
ロフィットアプリケーションに最適です。

主配電盤

電力メー ター 

サーバルーム 生産 空調、照明 ソーラーパネル

分電盤

UPSシステム インバータ

CMSコントロールユニ ット

センサ付き
MCB

—
CMS-多回路監視システム 
あらゆるニーズに対するモジュール性と
柔軟性
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—
設計 

—
設置

—
オペレーション

オーナー

設 計コンサルタント

エンジニアリング会 社

エネルギー可視性
分岐回路レベルでエネルギー消
費の明瞭な見える化が可能

最小所要スペース
超小型センサ内に、効果的な測定の機能
がすべて含まれています。

最新のシステム状態
分岐電流モニタにより、システムの信頼性を
向上させ、継続的な運用をサポートします。

すべての電流のための1つのセンサ
160Aまでの直流、交流または混 
合-あらゆる種類の電流の測定

改修・更新が容易  
柔軟性とモジュール性により、いつ
でもシステムを拡張・更新すること
ができます。

スマートコミッショニング 
わずか数分でCMSシステムを構成
し、稼動させることができます。

エネルギー効率
非効率を減らすための最適な負荷
配分とエネルギー消費の特定。

最大限の信頼性と安全性
CMS-700は暗号化されたSNMP 
v3とSSL証明書により高いデータセ
キュリティを持ちます。

簡易設置
わずかなステップでセンサを素早く取
り付けることで、設置時間を最大
30%節約できます。

応答性の向上
CMS-700WebUIを介し、アラートをユ
ーザーのメールアドレスに直接通知。

 

電 気 工事 者

盤メーカ

システムインテグレーター

オーナー

エネル ギー管 理 者

保 守プロバイダ

設 備 管 理 者
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回路監視システムの品質は、個々の部品の性能および
それらがどの程度良好に相互作用するかに依存しま
す。ABBの CMSは、新しい、かつ高い基準を設定しま

す。コンパクト性、技術、測定結果、使いやすさ、柔軟
性-CMSのあらゆるコンポーネントとあらゆる特徴は、
実用性と特徴性の点で完全に最適化されています

CMSバスインタフェース 
各バスインタフェースにより、コントロールユニッ
トに最大32個のセンサを接続可能:
CMS-700:最大96センサ（3×32）
CMS-600:最大64センサ（2×32）
CMS-660:最大32センサ（1×32）

コントロールユニット
コントロールユニットは、センサによって
測定された測定データを評価し、付属のイ
ンターフェース経由でアクセスできます。 

用途に応じて、CMS-700、CMS-660、 
CMS-600の3種類のユニットを用意して
います。

—
例:コントロールユ
ニットCMS-700と
CMSオープンコセン
サを組み合わせた図

—
CMS-600

—
CMS-660

—
CMS-700

—
エネルギー効率
CMS-多回路監視システムの概要
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接続技術
センサをコントロールユニットに接続するこ
とは極めて簡単であり、特別な工具を必要
としません。全てのセンサは、可撓性フラッ
トケーブル及び絶縁変位コネクタによってコ
ントロールユニットに接続されます。センサ
の位置は、測定したい場所に正確に位置す
るように、完全にカスタマイズ可能です。

シリアルインターフェース
コントロールユニットのタイプによ り、RS485(Modbus RTU)、
LAN（TCP/ IPおよびModbus TCP)もしくはSNMP v1/ v2、v3暗
号化の通信インタフェースが使用できます。 
 
CMS-700に統合されたWebサーバを使用すると、任意のインターネ
ットブラウザで値を表示したり、ファイルをE-メールまたは
FTPサーバ経由で自動的にエクスポートしたりできます。 

センサ
CMSセンサは、制限なく、システム内の
任意の場所に配置できます。初期設定は、
コントロールユニットを介して各センサ
に固有のIDを割り当てる、ほんの数回の簡
単なステップで保証されます。
すべての測定機能は、機器設定の直後に使
用できます。
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—
エネルギー効率
多回路監視システム 

いかなるシステムにも適合する複数の取付けオプション
用途に応じて、2タイプのセンサから選択できます。1つはABBデバイス用に特別に設計され
たもの、もう1つはケーブルまたはDINレールに設置するユニバーサルデザインのものです。

ABBデバイス用センサ

ユニバーサルセンサ

System pro M機器、
SMISSLINE機器
CMS-120LAおよびCMS-120FHシリーズの
センサは、S200シリーズMCB、SMISSLINE
機器、E90ヒューズホルダー（1000VDC）
に簡単に取付可能です。

DINレール取付け
CMS-120DR、CMS-100DR、およ
びCMS-200DR シリーズセンサ
は、すべてのDINレールに取り
付けることができます。

S800への取り付け
CMS-100S8およびCMS-200S8
シリーズセンサは、ケージ端子付
きのすべてのS800シリーズ高機能
MCBに取り付けることができます。

結束バンド取り付け
スペースが最優先される場
合、CMS-120CA、CMS-100CA、お
よびCMS-200CAシリーズセンサ
を、ケーブルタイを使用してケーブル
に直接固定することができます。
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あなたにとって有形の付加価値
ABB回路監視システムは2倍の価値をもたらします。

クリティカル電源の稼働率を高めるための早期警
告システム（予測保全） 

個々の遮断器で継続的に電流を監視することにより、
電流遮断に至る前に過負荷を検出することが可能に
なります。 また、個々の回路の監視により、負荷が要
求されている動作モードに あるかどうかがわかりま
す。このようにして、システム偏差を瞬時に 確かめるこ
とができます。さらに、CMSは、中性線の故障と、それ
に伴う負荷の故障が発生する前に不平衡負荷を検出
することもできます。

エネルギーコストを削減・割り当てるためのコスト分析 
 

エネルギーのコストは絶えず上昇しています。コストを
削減するためには、まずどこでコストが発生している
かを知る必要があります。コントロールユニットは、瞬
間的なエネルギー消費レベルの図示と分析に役立ちま
す。さらに、演算によって得られる有効電力量は、出力
レベルでのコストを大まかに割り当てるために使用す
ることができます。
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ABB株式会社
エレクトリフィケーション事業本部
〒141-6022
東京都品川区大崎２－１－１
ThinkPark Tower 22F
Tel:03-4523-6600
Fax:03-4523-6690

abb.co.jp


